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Ⅰ 計画の策定について 

 

（１）計画策定の趣旨 

本県では、子ども・若者育成支援施策を総合的かつ計画的に推進するため、平

成22年３月に「淡海子ども・若者プラン」を策定しました。その後、社会情勢や

国の動き等を踏まえて、平成27年３月、令和２年３月にそれぞれ改定を行い、子

どもの笑顔と幸せあふれる滋賀を目指して、施策を推進してきたところです。 

それ以降、国においては令和５年４月にこども家庭庁の設置やこども基本法の

施行がなされたほか、同年12月には全ての子ども・若者が身体的・精神的・社会

的に幸福な生活を送ることができる「こどもまんなか社会」を目指して、こども

大綱が策定されました。 

本県においても令和６年４月に子ども若者部を創設し、「子ども・子ども・子

ども」(一人ひとり主体としての子ども、社会の一員としての子ども、未来の希望

としての子ども)を県政の重要な柱として、子どもの意見の反映や子どもを中心に

置いた施策の構築を行うなど、子ども・若者政策の一層の推進を図っているとこ

ろです。 

こうした状況を踏まえ、本県の子ども・若者育成支援施策を総合的かつ体系的

に構築し、推進していくため、当事者である子ども・若者の意見を踏まえ、今後

５年間の中期的な計画の策定を行います。 

 

（２）計画の位置づけ 

①滋賀県が取り組む子ども・若者政策を総合的かつ計画的に推進するための計画 

②滋賀県基本構想を上位計画とし、滋賀県地域福祉支援計画や滋賀県保健医療計

画、滋賀県教育振興基本計画等の各分野における計画等と整合した計画 

③滋賀県子ども基本条例に基づく計画 

④関係法令等に基づく以下の計画の位置付けを併せ持つ計画 

・子ども・子育て支援法第 62 条に規定される「都道府県子ども・子育て支

援事業支援計画」 

・子ども・若者育成支援推進法第９条に規定される「都道府県子ども・若者

計画」 

・母子及び父子並びに寡婦福祉法第 12 条に規定される「自立促進計画」 

・次世代育成支援対策推進法第９条に規定される「都道府県行動計画」 

・こどもの貧困の解消に向けた対策の推進に関する法律第 10 条に規定され

る「都道府県子どもの貧困対策計画」 

・こども基本法第 10 条に規定される「都道府県こども計画」 

・成育医療等の提供に関する施策の総合的な推進に関する基本的な方針に
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基づく計画 

 

（３）計画期間 

・計画期間：令和７年度から令和11年度までの５か年の計画とします。 

 

（４）計画における「子ども・若者」の定義 

本計画においては、「子ども」はおおむね 18 歳未満の者を対象とし、また

「若者」はおおむね 18 歳以降からおおむね 30 歳未満を対象としますが、施

策によっては 40 歳未満のポスト青年期の者も対象とします。(個別の規定が

ある場合は各法令等の規定によることとします。)  

なお、特定の年齢で必要なサポートが途切れないよう配慮します。 

  


